
理工系分野の女性大学院生を
対象とした奨学金制度

科学技術分野で活躍する意欲のある女性の博士課程後期
学生を「理工系女性リサーチフェロー」として採用し、研究
専念支援経費（生活費相当額）と研究費を支給し、研究に
専念できる環境を提供します。さらに博士課程後期に進学
する意欲を持つ博士課程前期の学生への支援も行い、支援
を受けた学生が本学の博士課程後期に進学した場合は、
「理工系女性リサーチフェロー」への採用を保証します。

広島大学女性科学技術
フェローシップ制度
広島大学女性科学技術
フェローシップ制度
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石灰藻（円石藻）：石灰の石を
細胞壁の代わりに纏う。

遺伝子組換えによって金属テル
ル（レアメタルの一種）合成能を
付与した大腸菌

海で収集したバクテリ
アのサンプル。同じ場所
で採取しても学生に
よって分離される細菌
が異なる。岡村教授は
「無限にパターンがあっ
て多様なところが、バイ
オ研究の難しさであり
面白いところ」と語る。

〈背景写真〉
自然界から分離したCd（カ
ドミウム）回収細菌。直径が
数ナノメートルの非常に小
さな半導体量子ドットを
作っている。

自立した世界的研究拠点へと成長する可
能性のある研究拠点を選出し、重点支援
を行います。

ポリオキソメタレート科学国際研究拠点
オルガネラ疾患研究拠点
都市―農村流域圏の健全循環創成
（SATO NET創成）
MBR拠点

●
●
●

●

インキュベーション研究拠点

都市-農村流域圏の健全循環創成拠点は、都市化の進むアジアにおける都市とその周辺
との健全な循環（人、食糧を含む）の創成を目標としています。里山・里海は、人間が積極
的に手を入れることで自然資源をより活性化させ持続的に活用する発展的な共生であ
り、日本における独自性の高い環境創成システムです。本拠点の取組は、瀬戸内海流域で
の成功事例をもとに、アジア諸国での課題解決に資する新たな学術研究分野の創成を目
指すものであり、SDGsにも貢献するものです。

アジアにおける都市－農村の健康循環のための新たな学術研究分野の創成
〈都市－農村流域圏の健全循環創成（SATO NET創成）〉

※2023年2月28日現在

の研究を簡単に表現すると、「学校や
社会での大人の関わり（教育）が、ど

のように子どもたちの心理・社会的成長を促す
か」ということです。
　現代の子どもたちを取り巻く状況には、不登
校やいじめ、校内暴力、子どもの貧困、虐待、ヤン
グケアラーなど、さまざまな困難が生じていま
す。現代社会は変化が激しく、また、人と人との
関わりが希薄化していますが、子どもが心理的
に安定し、適切に社会性を発達させていくため
には、周囲の人 と々の関係が豊かであることが

必要です。私は特に学校現場において、教員や
スクールカウンセラーなどの職員が児童生徒を
どのように理解して関わればよいか、子ども同
士や周りの大人とのどのような関わりが、子ど
もの心理にどのように影響するか、などを研究
しています。
　私の研究のスタートは友人関係の発達、しか
も、深刻ないじめや対人トラブルの生じやすい
思春期の女子の友人関係の背景に関するもの
でした。そこから子どもたちの対人関係や社会
性の発達について興味を持ち、現在に至りま
す。対人関係のベースは乳幼児期に築かれる愛
着の適切な発達にありますが、残念ながらさま
ざまな環境の影響で、愛着形成の重要な時期

に適切に愛着関係を経験できない子どもや、養
育者との関係の悪化による影響を受ける子ど
ももおり、それらが子どものストレス、そしてそ
こに起因する問題行動・状況などへつながりま
す。学校や国内外での児童福祉施設での実践
や研究を通して、子どもたちの心を理解し受容
的に関わるだけでなく、人とのつながりを持つ
スキルを教え、活用できるように教育活動を組
むことで、こうした困難から子どもたちを救える
可能性があることがわかってきました。これら
の知見は、広島県内外の教育行政や学校現場
で生かしていただいています。
　2022年度に東広島市と連携したヤングケア
ラー研究では、自分の困り感を周囲にわかって
もらいにくい状況が、その人の将来への希望や、
自分らしさという感覚を損なっている可能性が
あること、そして、教育や福祉の現場にいる大人
は、子どもたちの悩みに寄り添いたいけれど、ど
のように寄り添えばいいのか困っていることが
明らかになりました。こうした結果を受けて、
2023年度は実際に支援する取組を東広島市と
共同で始めています。
　このように社会的に課題になっていることに
ついて、どのようにアプローチできるのかを探れ
ることは、自分にとってもやりがいが大きいもの
です。つながりの力で子どもたちを育て、教育を
通じて子どもたちの明るい未来をサポートする
ことを目指しています。私は、教育はいつの時代
も社会を変える力になると思っていて、子どもた
ちがより良い社会人となる力を育てることが、何
よりの社会貢献だと考えています。そして教育
に関わるのは、教育者や研究者だけではありま
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